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令和７年度第３回県内医療機関一斉「EMIS緊急時入力訓練」の実施について（依頼） 

 

 

本県の健康福祉行政の推進につきましては、日ごろから御協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

広域災害・救急医療情報システム（以下「EMIS（イーミス）」という。）は、災害時に医療機関の被害

情報を国、都道府県、保健所、市町、医師会等で共有し、被災医療機関の支援など、迅速かつ適切な医

療救護活動を行うための重要なツールです。 

このため、災害時において、各医療機関が EMIS の「緊急時入力」により自院の被害情報（被害のな

い場合も）を速やかに入力することが重要となります。 

今年度に実施した第１回及び第２回「EMIS緊急時入力訓練」においては、入力率（訓練参加率）が大

変低い結果となりました。この結果を踏まえ、EMIS入力の重要性を改めて周知するとともに、次のとお

り、第３回県内医療機関一斉「EMIS緊急時入力訓練」を実施しますので、参加をお願いします。 

 

 

【令和７年度第３回県内医療機関一斉「EMIS緊急時入力訓練」の概要】 
～迅速に災害被害情報を共有できるよう、日頃から EMISを使いこなそう～ 

実施期間 令和８年１月 19日（月）～１月 29日（木）の間 

災害想定 各医療機関の所在地を震源とする直下型地震が発生 

対  象 県内の病院及び有床診療所（ＥＭＩＳ対象医療機関） 

実施場所 各医療機関内 

訓練内容 

STEP１ 各医療機関における『災害への備え』を進めよう 

STEP２ 『EMIS緊急時入力訓練』に参加しよう 

※詳細は別紙「実施要領」のとおり 

 

 

【問い合わせ先】 

災害拠点病院 病院、有床診療所 

担当：広島県健康危機管理課 

電話：082-513-3054（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

ﾒ ｰ ﾙ：fukikikan@pref.hiroshima.lg.jp  

（担当者：濱本、圓石） 

担当：広島県医療介護基盤課 

電話：082-513-3056（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

ﾒ ｰ ﾙ：fuiryoukbn@pref.hiroshima.lg.jp 

（担当者：寺田） 
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令和７年度第３回県内医療機関一斉「ＥＭＩＳ緊急時入力訓練」実施要領 

～迅速に災害被害情報を共有できるよう、日頃からＥＭＩＳを使いこなそう～ 

項  目 内      容 

目  的 

災害時にＥＭＩＳによる医療機関の被害情報を国、都道府県、市町、医師会、

保健所等で共有し、被災地域での迅速かつ適切な医療救護活動が行えるよう、

医療機関が迅速にＥＭＩＳによる被害情報等を入力できる体制を構築するこ

とを目的とする。 

実施期間 令和８年１月 19日（月）～１月 29日（木）の間 

対  象 県内の病院及び有床診療所（ＥＭＩＳ対象医療機関） 

実施場所 各医療機関内 

訓練想定 各医療機関の所在地を震源とする直下型地震が発生 

訓練内容 

STEP１ 各医療機関における『災害への備え』を進めよう 

①災害の危険性を「知る」 

・ハザードマップ等で自院周辺の災害の危険性を確認 

②災害に「備える」 

・自院の備蓄品の点検 

・災害発生時の連絡方法の確認 

③災害の危険性を「察知する」 

 ・県、市町の防災情報メールに登録する 

 ・民間事業者の防災アプリ等の活用する 

詳しくは、防災サイト「広島県『みんなで減災』はじめの一歩」 

 減災 はじめの一歩 検索 

STEP２ 『ＥＭＩＳ緊急時入力訓練』に参加しよう  

①ＥＭＩＳ（訓練・研修環境）へログイン 

 研修・訓練１（都道府県、市区町村用）をクリック 

 https://emis--ksmaster.sandbox.my.site.com/s/ksmaster 

②被害の有無等を選択、必要事項を入力 

 （入力項目と内容） 
入力項目 緊急時の入力内容（主なもの） 

支援の要否 ・支援の【要・不要を選択】 

入院病棟の危険状況 ・倒壊または倒壊の恐れ、火災、浸水の【有・無を選択】 

ライフライン・ 

サプライ状況 

・電気、水の通常の供給の【有・無を選択】 

・医療ガス、医薬品・衛生資機材の【充足・不足を選択】 

その他必要な支援 ・【任意で入力】 

緊急連絡先 ・事前登録されている情報と異なる場合に入力 

③詳細情報入力画面で、被害の詳細情報を入力 

※参考資料１「ＥＭＩＳへの医療機関による情報入力について」参照 

※参考資料２「医療機関向け EMIS 操作マニュアル（抜粋）」参照 

その他 
※ＥＭＩＳの訓練・研修環境を使用しますので、実際の被害報告として取り扱わ

れることはありません。 

  

別紙 

https://emis--ksmaster.sandbox.my.site.com/s/ksmaster
https://emis--ksmaster.sandbox.my.site.com/s/ksmaster


広島県健康危機管理課
１　二次保健医療圏別　入力状況
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広島 6 6 100.0% 86 17 19.8% 66 6 9.1% 158 29 18.4%
広島西 2 1 50.0% 10 3 30.0% 3 0 0.0% 15 4 26.7%
広島中央 1 1 100.0% 18 14 77.8% 8 3 37.5% 27 18 66.7%
呉 3 3 100.0% 26 2 7.7% 13 4 30.8% 42 9 21.4%
尾三 3 3 100.0% 18 16 88.9% 13 8 61.5% 34 27 79.4%
福山・府中 2 2 100.0% 43 21 48.8% 28 7 25.0% 73 30 41.1%
備北 2 1 50.0% 8 2 25.0% 6 1 16.7% 16 4 25.0%
合計 19 17 89.5% 209 75 35.9% 137 29 21.2% 365 121 33.2%

２　保健所別　入力状況
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広島市 6 6 100.0% 75 15 20.0% 60 5 8.3% 141 26 18.4%
呉市 3 3 100.0% 22 2 9.1% 11 4 36.4% 36 9 25.0%
福山市 2 2 100.0% 38 19 50.0% 27 7 25.9% 67 28 41.8%

【参考】訓練実施結果（令和７年３月) 【参考】訓練実施結果（令和７年６月)
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病院

病院※１ 有床診療所 合計 区分
災害拠点
病院

病院※１ 有床診療所 合計

広島 100.0% 55.8% 35.9% 45.3% 広島 100.0% 53.5% 38.8% 49.1%

広島西 50.0% 45.5% 50.0% 47.1% 広島西 50.0% 45.5% 75.0% 52.9%

広島中央 100.0% 55.6% 50.0% 48.4% 広島中央 100.0% 72.2% 62.5% 70.4%

呉 66.7% 56.0% 33.3% 45.5% 呉 66.7% 46.2% 46.2% 47.6%

尾三 100.0% 66.7% 35.7% 55.6% 尾三 100.0% 94.4% 69.2% 85.3%

福山・府中 50.0% 51.2% 24.1% 39.0% 福山・府中 100.0% 72.1% 50.0% 64.4%

備北 50.0% 50.0% 12.5% 33.3% 備北 100.0% 62.5% 14.3% 47.1%

合計 78.9% 55.0% 33.1% 44.8% 合計 89.5% 61.4% 45.7% 56.9%

広島市 100.0% 57.3% 36.2% 50.4% 広島市 100.0% 56.0% 39.3% 50.7%

呉市 66.7% 54.5% 40.0% 51.4% 呉市 66.7% 54.5% 54.5% 55.6%

福山市 50.0% 52.6% 21.4% 39.7% 福山市 100.0% 68.4% 48.1% 61.2%

※１　災害拠点病院を除く

災害拠点病院 病院※１ 有床診療所 合計

区分

区分

令和７年度第２回県内医療機関一斉『EMIS緊急時入力訓練』の実施状況　【11月13日(木）最終結果】
（訓練期間：令和７年11月４日～11月13日）

災害拠点病院 病院※１ 有床診療所 合計


